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○ 障害者支援施設の配置、構造及び設備は、利用者の特性に応じて
工夫され、かつ、日照、採光、換気等の利用者の保健衛生に関する
事項及び防災について十分考慮されたものでなければならない。
○ 障害者支援施設の建物は、耐火建築物又は準耐火建築物でなけれ
ばならない。
○ スプリンクラー設備の設置、天井等の内装材等への難燃性の材料
の使用、火災が発生するおそれがある箇所における防火区画の設置
等により、初期消火及び延焼の抑制に配慮した構造であること。
○ 非常警報設備の設置等により、初期消火及び延焼の抑制に配慮し
た構造であること。
○ 避難口の増設、搬送を容易に行うために十分な幅員を有する避難
路の確保等により、円滑な避難が可能な構造であり、かつ、避難訓
練を頻繁に実施すること、配置人員を増員すること等により、火災
の際の円滑な避難が可能なものであること。

（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害者支
援施設の設備及び運営に関する基準 第４条第１項、第２項、第３項）


